
4 月 29 日（月・祝）、有田川町と紀美野町にま
たがる生石高原で、行楽シーズンの到来を告げる
山開きが行われました。
標高 870mの生石高原は、なだらかな山頂一帯
がススキで覆われた大草原。秋には関西随一とい
われるススキの野原が黄金色の大海原のように輝
き、年間およそ 8万人が訪れます。

4月 30日（火・祝）、地域交流センター
「ALEC」で、令和に変わる瞬間を祝うカ
ウントダウンイベントを行いました。
イベントは平成ソングのカラオケ大

会や居倉健さん・槌谷知佳さんのライ
ブ、“ 有田川町大好き住民！ ” が登壇し
たトークイベント「アリトーーク」のあ
と、カウントダウンを実施。日付が変
わった瞬間、約 300 人の来場者はジェッ
ト風船を飛ばし、拍手で祝いました。
また、お笑いコンビ「わんだーらん

ど」の漫才ショーも行なわれました。“令
和最初の大抽選会 ” では、あらぎ島の米
100kg が景品として用意され、大いに
盛り上がりました。

4月 21 日（日）に明恵の里スポーツ公園グラ
ウンドで、大字および事業所対抗によるソフト
ボール大会を行いました（参加チーム・男子 10
チーム）。天満地区が優勝、３連覇を達成しました。

優勝：天満地区　　準優勝：賢地区
３位：北筋地区、田口地区
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防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
自
衛
官
等
採
用
試
験

●
募
集
種
目
／
自
衛
官
候
補
生

●
受
付
期
間
／
６
月
28
日
（
金
）
ま
で

●
試
験
期
日
／
６
月
29
日
（
土
）

●
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館 

大
会
議
室

●
受
験
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
者

●
試
験
種
目
／
筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学

社
会
、作
文
）、口
述
試
験
、適
性
検
査
、

身
体
検
査

問
防
衛
省
・
自
衛
隊
和

歌
山
地
方
協
力
本

部 

有
田
募
集
案
内
所
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６
６
３
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（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

◆
◆
◆

「
い
つ
も
の
む
　
い
つ
も
の
水
に

日
々
感
謝
」

●
6
月
1
日
〜
7
日
は
第
61
回
「
水
道
週

間
」
で
す

私
た
ち
が
水
を
使
わ
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
日
の
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
、
そ
れ
が
「
水
」
で
す
。

水
は
決
し
て
豊
富
で
は
な
く
、
限
り
あ

る
水
を
大
切
に
使
う
た
め
、
今
一
度
、
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
水
の
使
い
方
を
見
直

し
、無
駄
な
使
用
を
改
め
ま
し
ょ
う
。日
々

の
暮
ら
し
に
必
要
不
可
欠
な
水
を
、
大
切

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

当
町
で
は
、
災
害
対
策
の
推
進
の
た
め

に
給
水
車
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

問
水
道
課

N
O
S
A
I
わ
か
や
ま

「
収
入
保
険
」「
果
樹
共
済
」

近
年
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
果
樹
は
豊
凶
に
よ

る
価
格
変
動
が
起
き
や
す
い
品
目
で
す
。

今
後
も
起
こ
り
得
る
自
然
災
害
、
価
格
低

下
な
ど
に
備
え
て
、
国
か
ら
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
あ
る
農
業
保
険
（
収
入
保
険
や

果
樹
共
済
）へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
収
入
保
険
／
自
然
災
害
や
価
格
の
低
下

を
含
め
、
果
樹
な
ど
を
含
む
全
て
の
農

作
物
の
販
売
収
入
の
減
少
を
広
く
補
償

す
る
保
険
。
申
込
期
限
は
11
月
末
。

●
果
樹
共
済
／
自
然
災
害
な
ど
で
収
穫
量

が
減
少
し
た
場
合
、
果
樹
の
減
収
を
保

証
す
る
保
険
。
申
込
期
限
は
6
月
末
。

問
N
O
S
A
I
わ
か
や
ま
中
部
支
所
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6
月
は
不
法
就
労
・
不
法
滞
在

防
止
の
た
め
の
活
動
強
化
月
間

法
務
省
で
は
平
成
31
年（
２
０
１
９
年
）

１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
全
国
の
不
法
残

留
者
数
を
７
万
４
１
６
７
人
と
計
上
し
て

お
り
、
不
法
入
国
者
な
ど
を
含
め
た
不
法

滞
在
者
は
、
県
内
に
相
当
数
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

少
し
で
も
「
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
し

て
い
る
の
で
は
？
」
と
思
っ
た
ら
、
警
察

本
部
ま
た
は
湯
浅
警
察
署
・
交
番
・
駐
在

所
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
湯
浅
警
察
署
　
☎
６
４
‐
０
１
１
０

平
成
31
年
（
２
０
１
9
年
）
度
の

労
働
保
険
年
度
更
新

事
業
場
宛
に
労
働
保
険
の
年
度
更
新
用

の
申
告
書
が
郵
送
さ
れ
る
の
で
、
申
告
書

を
作
成
の
上
、
6
月
3
日
（
月
）
か
ら
7

月
10
日
（
水
）
ま
で
の
間
に
申
告
・
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
和
歌
山
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室
　
☎
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
０
２

広
報
あ
り
だ
が
わ
に
関
す
る
お
わ
び
と
訂
正

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
9
月
号
12
頁
「
ふ
れ
あ
い

農
園
で
は
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
」
の
記
事
の
中

で
「
耕
転
機
な
ど
の
農
機
具
」
と
し
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
「
耕
耘
（
う
ん
）
機
な
ど
の
農
機
具
」
で
す
。

2
月
号
14
頁
消
防
だ
よ
り
「
A
E
D
と
心
配
蘇
生
法
」

の
記
事
の
中
で
、「
A
E
D
と
は
、『
自
動
体
外
式
細
動
器
』」

と
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「AED

と
は
、『
自
動
体
外

式
除
細
動
器
』」
で
す
。

5
月
号
7
頁
「
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用
な

ど
の
補
助
」
の
記
事
の
中
で
、補
助
対
象
工
事
と
し
て
「
高

さ
を
60
㎝
以
下
に
す
る
こ
と
」
と
し
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
「
高
さ
を
60
㎝
未
満
に
す
る
こ
と
」
で
す
。

5
月
号
17
頁
「
ま
ち
の
デ
ー
タ
」
の
中
で
、
人
口
・
世

帯
数
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
人

口 26,510

人
、

男 12,475

人
、

女 14,035

人
、

10,563

世
帯
（
平
成
31
年
3
月
末
日
現
在
）」
で
す
。

こ
こ
に
訂
正
し
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
ス

ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
ま
と
め
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）


